
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業部会でだされた意見抜粋】 

計画の柱 課題・取り組んだ方がいいこと 解決策 

ふくしのこころを

育む“ひと”づくり

（福祉共育） 

 地域での福祉教育はまだ広がっていない 

 養成講座の参加率が低い 

 福祉教育の担い手 

 指導する職員の知識不足 

 コミセン講座との連携、連動 

 若い世代の人づくり（高校・大学） 

 民生委員や福祉委員の資質向上 

 福祉委員の基盤強化 

 各サポーター数の偏り（4町）がある 

 福祉共育を広める（広く浅く） 

 ニーズの把握 

 福祉サポーターの活性化 

 つながれ地域！巻き込めコミセン 

 活かせよ若い力！ 

 開かれたボラセン！オールマイティボ

ラセン！ 

 今できている事の見える化 

 対象を限らない福祉教育 

みんなが集える地

域の“居場所”づく

り 

（身近な相談体制） 

 ウィークタイズ（人とのゆるやかな繋が 

り）づくり 

 どこで何をやっているか知らない 

→ニーズがあってもつなげられない 

 既存の集まりの場に初めての方でも参加 

しやすい仕組みがない 

 サロンの内容のマンネリ化 

 自治会のつながりの薄さ 

 移動手段が無い、居場所まで行けない 

 集まれる場の充実 

 ニーズを拾う（御用聞き） 

 人材バンク 

 精神障がいの方の集う場 

 多様なつながりづくり 

 場所にこだわらない集まり 

 

みんなが“活躍”し

て“解決”できる“仕

組み”づくり 

（相談の出口） 

 障がい者と地域住民との繋がりの薄さ 

 一人の地域住民に役職や役割が偏る 

 地域の福祉課題の共有 

 サービスに当てはめがち 

（サービスが無いと相談を断りがち） 

 声を出せない人がいる 

（≒ニーズ発掘が不十分） 

 地域の見守りを深めていく 

 必殺仕掛け人 

 今ある資源を大切に 

 人材バンク 

 周知 

（“入口”があることを知ってもらう） 

 活躍の場の確保（就労先の確保） 

 地域のなかでの活躍できる場づくり 

 地域のことを把握している人づくり、

人材の発掘 

“坂井市社協は、あなたと一緒にあなたらしい幸せづくりを目指します。”  
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社協のＨＯＴな情報をお届けします！ 
 

むーぶ   
第２次地域福祉活動計画（かたいけのプラン） 

策定のための作業部会を行っています 

作業部会とは・・・ 

 市役所職員、県社協職員、市社協職員 16 人で構成する作業部会を設置し、

ワークショップ形式による協議を重ね、策定委員会に提出する素案づくりを行

っています。 



 

  

月 火 水 木 金 土 日 

1/23 24 25 26 27 28 29 
丸地）長畝地区住

民福祉懇談会 

丸地）高椋東部地区

福祉懇談会 

春老）ボウリング交

流会 

春身）新年のつどい  丸地）竹田地区住

民福祉懇談会 

丸老）健康・生き

がい講座 

  

30 31 2/1 2 3 4 5 
三地）加戸・公園

台地区住民福祉懇

談会 

丸地）鳴鹿地区住

民福祉懇談会 

地）生活福祉資金調

査委員委嘱研修会 

坂地）大関地区福祉

講座 

三地）木部・東部地

区住民福祉懇談会 

 法）社協三役会 

地）日常生活自立支

援事業実地調査 

包)坂井らく楽教室 

包）運営委員会 

坂老）役員一泊研修

丸地）竹田地区住民

福祉懇談会 

春地）支部社協委

員会 

 春心）防災講座＆

ミュージックケア 

6 7 8 9 10 11 12 

 春老）リーダー研修

会 

   

 

希）障害の子を

もつ親子のつ

どい 

 

13 14 15 16 17 18 19 
地）福祉委員幹事

会 

法）社協理事会 

地）計画作業部会 

地）介サポ座談会  地）地域のお役立

ち講座 

春地）大石地区

福祉連絡会議 

市心）料理教室 

【 活動の報告 】 

【 社協の主な予定 】 

～活動Ｐｈｏｔｏ～ 

記事の横に  がついているものは、赤い羽根共同募金の助成金を活用しています。 

法）法人 地）地域福祉課 総）総務課 老）老人クラブ 身）障がい者福祉協会 心）心身障がい児（者）福祉協会   

在）在宅福祉課 希）三国希望園  包）坂井包括支援センター 三丸春坂）各支部 

一人暮らし歳末訪問事業が行われました 

１２月２６日（月）さかい支部において、

民生委員の皆さんが地域の小学生とともに、

担当地区の一人暮らし高齢者のお宅を訪問

し、年越し蕎麦や、マスク、ホッカイロ等を、

安否確認しながら配りました。 

実行委員会が企画、配布準備を行いました。 

その一つとして『風邪予防の啓発チラシ』を

作成、チラシの下のスペースに坂井中学校ボ

ランティア委員会の皆さんにメッセージを書

いてもらいました。 

ケアビクス体験講座を行いました 

１２月１６日（金）・１７日（土）「ケアビ

クス体験講座」を開催しました。 

”ケアビクス”とは、「こころ」と「からだ」

をケアしていく有酸素運動です。椅子に座っ

て無理のない姿勢で、音楽に合わせながら楽

しく運動をします。 

講座では、日本ケアビクス株式会社代表取

締役の瀧口先生から「ケアビクスは疾患や年

齢に関係なく、だれでも参加できること、運

動が体だけでなく心も明るく前向きにしてい

く」などの話を聴き、参加者全員で実際の運

動プログラムを体験しました。 


